
















地上デジタル放送について

ワンセグ放送について

ワンセグ放送と地上デジタル放送の違い

地上デジタル放送は、今までのアナログ UHF 放送帯域を使用して、デジタルの特長であるゴーストのない鮮明な画
像と、高音質、データ放送などの多チャンネル放送などを実現しています。 

「ワンセグ」 とは、 日本国内の地上デジタルテレビジョン放送規格である ISDB-T (Integrated Services Digital
Broadcasting-Terrestrial) を利用した携帯端末向け地上デジタルテレビジョン放送サービスの名称です。
ISDB-T は、 家庭に置かれているテレビジョン (固定受信機) 以外に、 カーナビなどの動体端末や携帯電話や PDA
などの携帯端末も受信対象として考慮された技術規格です。 

ISDB-T では、 帯域幅約 429kHz を 1 単位とし、 それを [セグメント」 と呼びます。
１３ 個のセグメントを組み合わせた帯域幅 (約 5.75MHz) を一つのチャンネルに割り当てています。
現在、 サービスが始まっている家庭用のデジタルテレビで受信できる地上デジタルテレビジョン放送は、 この 13 
セグメント中の 12 セグメントを使って番組を配信しています。
ワンセグ放送サービスは、 この 1 チャンネル約 6MHzの帯域幅の 13 セグメントの内、 1 セグメントを利用して
映像 ・  音声 ・ データを放送する地上デジタルテレビジョン放送の一部の放送サービスです。

※ワンセグサービスの詳細および受信可能なエリアにつきましては下記ホームページなどでご確認ください。

                         社団法人　デジタル放送推進協会　URL : http://www.dpa.or.jp

地上デジタル放送のイメージ
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